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Ⅰ 事 業 報 告 

Ⅰ－１ 委員会等開催 

１ 港湾計画変更(一部変更)に係る青森港船舶航行安全調査 

1－1 第１回委員会 

(1) 開 催 日：平成 26 年６月 24 日(火) 

(2) 場  所：青森市 ウェディングプラザアラスカ 

(3) 出 席 者：別記のとおり 

(4) 議  題： 

① 港湾計画変更(一部変更)の計画について 

② 調査・検討の計画について 

③ 青森港の現況について 

④ 周辺の航行環境について 

 

別 記 

出席者名簿 

 (順不同・敬称略) 

委 員  大津 皓平  東京海洋大学 名誉教授 

久古 弘幸   一般社団法人日本船長協会 副会長 

田中 一臣  青森港水先人会 水先人  

三上 永道  日本通運株式会社青森支店青森中央事業所  

海運倉庫グループ 主任 

対馬 義彦  青森通運株式会社 港運事業部長  

横内 憲悟  青森市漁業協同組合 代表理事組合長 

髙橋 弘一  青森県小型船舶安全協会 会長  

関係官公庁 

平野 恵三  第二管区海上保安本部交通部 企画調整官 

東   武        〃       安全課長 

守屋 研一        〃       安全課 安全対策調整官 

池田  聡  青森海上保安部長 

田中 良喜     〃   交通課長 

下澤  治  東北地方整備局港湾空港部 港湾計画課長 

内木場直美        〃      港湾計画課  

港湾施設マネジメント係 

田中 道幸  東北地方整備局青森港湾事務所 副所長 

佐藤 盛仁        〃        保全課長 

河原 聡志        〃        保全課 工事品質検査官 
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太田 克則  青森地方気象台 防災管理官 

 

事務局 桑島  廣  公益社団法人日本海海難防止協会 専務理事 

安藤 眞博         〃        事業部長 

高野  修         〃        事業部 副部長 

檜ヶ谷正道         〃         〃  主任研究員 

花棚 景子         〃         〃  調査員 

 

1－2 第２回委員会 

(1) 開 催 日：平成 26 年８月 27 日(水) 

(2) 場  所：青森市 ウェディングプラザアラスカ 

(3) 議  題： 

① 第 1 回委員会質疑・対応について 

② 航行の安全性について 

③ 航行安全対策について 

④ 調査結果及び報告書構成案について 

 

 

２ 新潟港港湾計画改訂に係る航行安全対策調査 

第１回委員会 

(1) 開 催 日：平成 26 年７月８日(火) 

(2) 場  所：新潟市 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

(3) 出 席 者：別記のとおり 

(4) 議  題： 

① 港湾計画改訂の計画について 

② 調査・検討の計画について 

③ 新潟港の現況について 

④ 周辺の航行環境について 

 

別 記 

出席者名簿 

 (順不同・敬称略) 

委 員  大津 皓平  東京海洋大学 名誉教授 

池田 英治  海上保安大学 名誉教授 

久古 弘幸  一般社団法人日本船長協会 副会長 

西村 陽造  新潟水先区水先人会 会長 

武石 実徳  新潟港船舶代理店会 事務局 

佐藤 賢一  佐渡汽船株式会社 常務取締役海務部長 

小向 秀治  新日本海フェリー株式会社 取締役新潟支店長 
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伊藤 則彦  日本海曳船株式会社 常務取締役 

小田 政市  新潟県漁業協同組合連合会 代表理事会長 

(欠)渡邊 廣吉   新潟港東港区網代浜地区小型船だまり利用者協議会 会長 

(代)小林 憲雄             〃             副会長 

樋口 紀夫  信濃川係船組合 組合長 

関係官公庁 

佐藤  博  第九管区海上保安本部交通部 安全課長 

金谷 英明        〃       安全課 海務係長 

木之瀬 樹  第九管区海上保安本部海洋情報部 監理課 専門官 

本間 一三  新潟海上保安部 交通課長 

木下 善貴     〃    安全係長 

宮丸 克巳  北陸地方整備局港湾空港部 計画課長 

井出 正志  北陸地方整備局港湾空港部 計画課 計画係長 

渡邉 理之  北陸地方整備局新潟港湾・空港整備事務所 企画調整課長 

川端  昇  新潟地方気象台 気象防災情報調整官 

湯田 孝男  新潟市都市政策部 港湾課 課長補佐 

 

事務局 桑島  廣  公益社団法人日本海海難防止協会 専務理事 

安藤 眞博         〃        事業部長 

高野  修         〃        事業部 副部長 

檜ヶ谷正道         〃         〃  主任研究員 

花棚 景子         〃         〃  調査員 

 

 

３ 日本海中部海域における小型船舶の安全対策に関する調査研究（新潟県地区） 

第１回委員会 

(1) 開 催 日：平成 26 年７月 18 日(金) 

(2) 場  所：新潟市 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

(3) 出 席 者：別記のとおり 

(4) 議  題： 

① 調査研究の計画(案)について 

② 対象海域の気象・海象について 

③ 小型船舶等の現状について 

④ 海難の状況について 

⑤ 気象・海象情報の提供状況について 
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別 記 

出席者名簿 

 (順不同・敬称略) 

委 員  日當 博喜  海上保安大学校 名誉教授 

佐藤  忠  日本小型船舶検査機構 新潟支部 支部長 

西村 陽造  新潟水先区水先人会 会長 

清田 邦之  新潟県漁業協同組合連合会 専務理事 

樋口 紀夫  信濃川係船組合 組合長 

重野 正紀  新潟県小型船安全協会 直江津支部長 

関係官公庁 

伊藤 恒治  第九管区海上保安本部 交通部長 

金谷 英明      〃      交通部 安全課 海務係長 

奥原 德男  新潟海上保安部長 

本間 一三     〃   交通課長 

相場  斉  上越海上保安署長 

刀根 慶三  佐渡海上保安署長 

斎藤 昌志  北陸信越運輸局海事部 船員労働環境・海技資格課長 

佐々木 亨  水産庁 新潟漁業調整事務所長 

川端  昇  新潟地方気象台 気象防災情報調整官 

大江 貢弘  新潟県農林水産部 水産課 指導普及係長 

 

事務局 桑島  廣  公益社団法人日本海海難防止協会 専務理事 

安藤 眞博         〃        事業部長 

高野  修         〃        事業部 副部長 

檜ヶ谷正道         〃         〃  主任研究員 

花棚 景子         〃         〃  調査員 

Ⅰ－２ 平成 26 年度事業推進連絡会議 

(1) 開 催 日：平成 26 年６月５日(木) 

(2) 場  所：新潟市 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

(3) 出 席 者：別記のとおり 

(4) 議  題： 

① 航行安全及び海難防止に関する調査研究について 

② 海難防止に関する周知宣伝について 

③ 平成 26 年度事業計画について 

④ その他 
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別 記 

出席者名簿 

（順不同・敬称略） 

第 二 管 区 海 上 保 安 本 部 交通部 安全課長 東     武 

第 八 管 区 海 上 保 安 本 部 交通部 安全課長 金 城 弘 明 

第 九 管 区 海 上 保 安 本 部 交通部 安全課長 佐 藤   博 

〃 〃   安全課  海務係長 金 谷 英 明 

〃              〃    〃    海務係 竹 原 佳 佑 

〃            海洋情報部 監理課長 小 坂 恵 世 

(公財)海上保安協会新潟地方本部   事務局長（代理） 平   直 実 

新潟県水難救済会 事務局長 真 壁 重 夫 

(公社)日本海海難防止協会 専務理事 桑 島   廣 

 〃 事業部長 安 藤 眞 博 

 〃 事業部 副部長 高 野   修 

 〃 〃  主任研究員 檜ヶ谷 正 道 

 〃 〃  調査員 花 棚 景 子 

 

Ⅰ-３ 海難防止周知運動 

１ 日本海中部地方海難防止強調運動推進連絡会議 

(1) 開 催 日 平成 26 年６月 13 日(金) 

(2) 場    所 新潟市 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

(3) 出 席 者 別記のとおり 

(4) 会議次第 

① 主催者挨拶 第九管区海上保安本部  交通部長 

② 議  事 

平成 26 年度日本海中部地方海難防止強調運動実施計画 

③ 連絡事項 

イ 第九管区海上保安本部の取り組み   第九管区海上保安本部 交通部 

ロ 新潟海上保安部の取り組み      新潟海上保安部 交通課 

ハ 小型船舶に対する安全確保対策    北陸信越運輸局 海事部 

ニ 小型船舶の安全航行に資する通信システムの普及に向けて 

    信越総合通信局 無線通信部 

ホ 水産庁が行う漁船海難防止のための取り組み  新潟漁業調整事務所      

へ その他 

(5) 閉会 
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別 記 

日本海中部地方海難防止強調運動推進連絡会議 出席者名簿 

(順不同・敬称略) 

構成機関・団体 役 職 等 氏  名 

官 

公 

庁 

機 

関 

信越総合通信局 無線通信部 航空海上課長 丸山 誠二 

北陸信越運輸局 海事部 首席運航労務監理官 木村 一美 

北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所 沿岸防災対策官 山嵜 一雄 

新潟地方気象台 気象防災情報調整官 川端  昇 

新潟漁業調整事務所 
漁業監督課長 渡部 勝弘 

〃  漁業取締係長 松田なつき 

新潟県 防災局 危機対策課 主任 阿久津 陽 

新潟県警察本部 地域部 地域課 船舶係長 大戸  悟 

関 
 

 

係 
 

 

団 
 

 

体 

船員災害防止協会 北陸信越支部 事務局長 江口  孝 

公益社団法人 北陸信越海事広報協会 常務理事事務局長 山崎  繁 

北陸信越旅客船協会 常務理事 竹谷 耕作 

一般財団法人 日本気象協会 新潟支店 支店長 小野 和也 

日本小型船舶検査機構 新潟支部  (欠) 

一般社団法人 日本海事検定協会 新潟事業所  (欠) 

全日本海員組合 新潟支部 支部長 除補  修 

新潟県港湾協会 
事務局 

(新潟県港湾整備課 主事) 
近藤 恭正 

新潟県水難救済会 事務局長 真壁 重夫 

新潟県漁業協同組合連合会 専務理事 清田 邦之 

新潟内航海運組合 事務局長 山田 一則 

新潟水先区水先人会 水先人 岡本 幹男 

新潟海洋少年団 副団長 荒木 一男 

ＰＷ安全協会 新潟支部  (欠) 

新潟県セーリング連盟  (欠) 

主 
 

 
 

 

催 

第九管区海上保安本部 
交通部 

交通部長 伊藤 恒治 

安全課長 佐藤  博 

安全課 海務係長 金谷 英明 

安全課 海務係 竹原 佳佑 

警備救難部 救難課 計画係長 中野 雅嘉 

新潟海上保安部 

交通課長 本間 一三 

随行 

交通課 航行管理官付 

 

倉橋  淳 

公益財団法人 海上保安協会 新潟地方本部 事務局長 髙野 成二 

公益社団法人 日本海海難防止協会 

専務理事 桑島  廣 

事業部長 安藤 眞博 

事業部副部長 高野  修 

事業部 花棚 景子 
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平成２６年度日本海中部地方海難防止強調運動実施計画（案） 

 

平成２６年６月１３日 

日本海中部地方海難防止強調運動推進連絡会議 

１ 運動の趣旨  

日本海中部地方においては、漁船やプレジャーボート等の小型船に

よる海難が全体の約８割を占めている。そのうち漁船による海難の約

３割は「衝突」であり、プレジャーボートによる海難の約４割は「機

関故障」または「運航阻害」となっている。海難原因をみると、衝突

では「見張り不十分」または「操船不適切」、機関故障等では「整備

不良」が多いため、船舶運航の基本である「見張り」及び「発航前点

検」の徹底により、小型船の海難発生を減少させることができる。  

また、プレジャーボートの活動が盛んとなるこれからの時期は、河

川の増水、低気圧や前線通過による急な降雨や風向の変化により、河

口付近での危険な「磯波」等の発生も懸念され、平成２１年には、河

口付近の「磯波」による連続転覆海難で６名が死亡、また平成２４年

にも同様の海難で１名が死亡していることから、河口付近を航行する

小型船に対し、「磯波」の危険性について十分な啓発活動が必要であ

る。  

したがって、全国共通の重点事項に、このような日本海中部地方の

海難の特徴を踏まえた事項を加えて、海難防止強調運動を推進する。  

２ 期 間  

平成２６年７月１６日（水）から平成２６年７月３１日（木）まで

の１６日間  

３ 重点事項及び推進項目  

（１）プレジャーボートの発航前点検の徹底  

＜推進項目＞  

○  船体機器類及び機関部の発航前点検の徹底 

プレジャーボートの機関故障等の主な要因は、基本的事項の

点検不足によるものが多いことから、プレジャーボート運航者

に対し、発航前点検の重要性の理解を促し、実施の徹底を図

る。  

推進ポイント：発航前点検の重要性の理解と実施  

機関起動前の確認事項            機関起動後の確認事項 

 

燃料油量、潤滑油量、冷却水量              冷却海水の異常の有無 

船底弁の開放、海水こし器の目詰まり           排気ガス色の異常の有無 

バッテリー液量、端子の緩み               水、油漏れの有無 

Ⅴベルトの緩み、損傷の有無               異常音、異常振動の有無 

船底ビルジの状況                    計器類の異常の有無 

 

（２）河口付近の磯波等による転覆海難等の防止（※地方重点事項）  

＜推進項目＞  

〇 磯波の危険性を十分認識した安全運航の徹底  

河口付近は水深や風向等の変化により磯波が発生する可能性

が高く、転覆等の海難が想定されることから、小型船の運航者

に対し、磯波の危険性について十分な理解を促し、安全運航の

徹底を図る。  

○  気象・海象情報の入手と早期退避等の徹底  

緊急情報メール配信サービス（ＭＩＣＳ）の利用により、最

新の気象・海象情報を入手するとともに、気象・海象の変化に
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伴う磯波に対する早期退避等の適切な対応を促す。  

磯波の危険性の理解  

推進ポイント：  最新の気象・海象情報の入手  

早期退避等の促進  

 

（３）見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進  

＜推進項目＞  

 〇 小型船(プレジャーボート、漁船、遊漁船、ミニボート等） 

に対する見張りの徹底  

衝突の原因は「見張り不十分」によるものが最も多く、特に

１人乗りの小型船に顕著であることから、小型船の運航者に対

し、見張りの重要性の再認識を促し、見張りの徹底を指導す

る。  

〇 早期の避航動作の徹底  

大型船の海難は、人命は元より、油の流出等の多大な影響を

及ぼすおそれが高いことから、見張りの徹底のほか、ＶＨＦや

汽笛等による船舶間コミュニケーションによって意思疎通を図

り、相手船の避航動作や見張りを過信しない早期の避航動作の

徹底を図る。  

見張りの徹底  

推進ポイント：  船舶間の意思の疎通 

早期の避航動作  

 

 

（４）ライフジャケットの常時着用等自己救命策の確保  

＜推進項目＞  

〇 自己救命策の確保の徹底  

乗船者の安全確保のためにはライフジャケットの常時着用は

不可欠であり、現に海中転落者の生存に大きく寄与しているこ

とから、他の自己救命策（連絡手段の確保、１１８番等緊急電

話番号の普及）の確保も併せ、指導の徹底を図る。 

ライフジャケットの常時着用  

推進ポイント：   連絡手段の確保 

１１８番緊急電話番号の普及  

 

４ 実施事項  

日本海中部地方海難防止強調運動推進連絡会議の構成機関が連携の

上、以下の項目を実施する。  

（１）広報  

① 地元自治体等の各種イベントにおける広報  

② 各商業施設等における広報  

③ １日海上保安官（船長、保安部長）等による広報  

④ 灯台一般公開等における広報  

（２）周知  

① 「海の手帳２０１４年版」、各種リーフレット等を用いた関係

機関窓口における周知  

② 官公署、マリーナ、漁協等におけるポスター掲示による周知  

③ 各遊覧船、旅客船ターミナルにおけるポスター掲示及び場内 ア
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ナウンスによる周知  

④ 関係機関等のホームページ及びＭＩＣＳによる周知  

⑤ 第九管区海上保安本部の海の相談室やマリンレジャー行事相 

談室における周知  

（３）啓発・指導  

① 海難防止講習会及び海上安全教室等における啓発及び現場訪船

指導  

② 海上保安官、海上安全指導員、水難救済会会員、パーソナルウ

ォータークラフト安全協会会員、小型船安全協会会員等による合

同パトロールによる啓発指導  

５ その他  

構成機関・団体は、本運動期間中に実施した事項について、別紙様

式により平成２６年８月１日（金）までに事務局あて送付するものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙  

 

日本海中部地方海難防止強調運動実施事項記録書 

                    

 

団体名                        

 

実施日 実施内容 実施場所 備 考 

記入例：7月16日 ポスター掲示（２部、２箇所） 庁舎内  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
 送付先： 事務局（公益社団法人 日本海海難防止協会）    

ＦＡＸ : ０２５－２４７－０３１６        
      E-mail : nikkaikb@poem.ocn.ne.jp     

mailto:nikkaikb@poem.ocn.ne.jp
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 - 33 - 

 

 

  



 

 - 34 - 

 

２ 東北地方海難防止強調運動推進連絡会議 

(1) 開 催 日 平成 25 年 6 月 10 日(火) 

(2) 場    所 塩釜市 塩釜港湾合同庁舎 

(3) 出 席 者 別記のとおり 

(4) 次第 

① 開会 

② 出席者代表挨拶 第二管区海上保安本部長 

③ 出席者紹介 

④ 議長挨拶 

⑤ 議  案 

第 1 号議案 平成 25 年度事業報告及び収支決算について 

第 2 号議案 平成 26 年度事業計画(案)及び収支予算(案)について 

その他 

⑥ 閉会 

 

別 記  

出席者名簿 

順不同・敬称略  

団体・機関名 代表者 出席者 

船員災害防止協会東北支部 支部長 湯村 健介 事務局長 阿部 幸一 

全日本海員組合東北地方支部 支部長 髙橋 雅幸 支部長 髙橋 雅幸 

東北漁業無線協会 会長 佐藤 亮輔 欠席 

東北港運協会 会長 大矢 卓 欠席 

東北内航海員組合 理事長 湯村 健介 欠席 

東北旅客船協会 会長 佐藤 昭夫 専務理事・事務局長 

佐藤 健彦 

(一社)日本マリン事業協会東北支部 支部長 藤崎 雅実 支部長 藤崎 雅実 

NPO 法人 ﾊﾟｰｿﾅﾙｳｵｰﾀｰｸﾗﾌﾄ安全協会東北地方本部 本部長 中西 宏紀 事務局長 高田 照久 

(公社)東北海事広報協会 会長 佐藤 昭夫 会長 佐藤 昭夫 

(一財)日本海洋レジャー安全・振興協会東北事務所 所長 竹原 哲也 所長 竹原 哲也 

(一財)日本気象協会東北支局 支局長 佐伯 芳 支局長 佐伯 芳 

㈱日本船舶職員養成協会東北 代表取締役 髙橋 雅洋 代表取締役 髙橋 雅洋 

日本船用機関整備協会東北支部 支部長 荒井 誠二 事務局長 伊藤 隆雄 

(公社)日本海海難防止協会 会長 坪井 鈴兒 欠席 

(公財)海上保安協会東北地方本部 本部長 太田 喜一郎 本部長 太田 喜一郎 

(一社)日本埋立浚渫協会東北支部 支部長 馬場 隆之 支部長 馬場 隆之 
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団体・機関名 代表者 出席者 

青森県海難防止強調運動推進連絡会 会長 赤石 憲二 青森海上保安部交通課長 

田中 良喜 

八戸海上保安部交通課長 

中川 隆司 

岩手地区海難防止強調運動推進連絡会議 議長 上村 勝利 釜石海上保安部交通課長 

相馬 雅 

宮城地区海難防止強調運動推進連絡会議 議長 松浦 富雄 議長 松浦 富雄 

宮城海上保安部交通課長 

山口 雅弘 

秋田県海難防止強調運動推進連絡会議 議長 山本 健藏 秋田海上保安部交通課長 

畑中 春幸 

山形県海難防止強調運動推進連絡会議 議長 宋  雄司 酒田海上保安部交通課長 

矢作 誠 

福島県海難防止強調運動推進連絡会議 議長 中村 育世 福島海上保安部交通課長 

菊池 孝夫 

東北総合通信局 局長 奥  英之 無線通信部航空海上課長 

伊藤 良夫 

東北地方整備局 局長 小池  剛 港湾空港防災・危機管理課 

課長 佐藤 久和 

東北運輸局 局長 長谷川 伸一 海上安全環境部調整官 

石川 光人 

仙台管区気象台 台長 高瀨 邦夫 気象防災予報課長 

渡辺 真二 

運輸安全委員会事務局 仙台事務所 所長 岡田 信雄 事故調査調整官 松澤 寛 

仙台地方海難審判所 所長 阿部 房雄 書記官 渡辺 健 

第二管区海上保安本部 本部長 岩並 秀一 本部長 岩並 秀一 

警備救難部長 藤井 伸弘 

交通部長 菊田 信夫 
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３ 海難防止強調運動日本海西部地方推進連絡会議 

(1) 開 催 日 平成 26 年 6 月 18 日(水) 

(2) 場    所 舞鶴市 舞鶴グランドホテル 

(3) 出 席 者 別記のとおり 

(4) 会議次第  

① 開式の辞 

② 議長挨拶  

③ 第八管区海上保安本部長挨拶  

④ 議題  

イ 平成 25 年度の海難防止強調運動及び海難発生状況について 

① 海難防止強調運動の実施結果について  

② 船舶海難の発生状況について 

ロ 平成 26 年度海難防止強調運動実施計画(案)等について 

① 日本海西部地方海難防止強調運動基本計画(案)について 

② 平成 26 年度日本海西部地方海難防止強調運動実施計画(案)について 

ハ その他 

⑤ 閉式の辞 

 

別 記 

出席者名簿 

（順不同・敬称略） 

〈構成員〉 

日本海西部地方推進連絡会議 議長         佐々木 新一郎 

福井地区 代表                  藤 田 紀 雄 

京都地区 代表                  松 本 直 樹 

兵庫北地区 代表                 ( 欠  席 ) 

境地区 代表                   相 田   仁 

石見地区 代表                  宮 下 義 重 

第八管区海上保安本部長              檜 垣 幸 策 

公益社団法人日本海海難防止協会 会長       ( 欠  席 ) 

公益財団法人海上保安協会舞鶴地方本部 事務局長  一 瀬 光 孝 

〈関係職員〉 

第八管区海上保安本部 交通部長          岡 島 史 典 

第八管区海上保安本部 救難課長          米 本 勝 成 

第八管区海上保安本部 安全課長          三 宅 光 成 

第八管区海上保安本部 企画課長補佐        西 澤 伸 広 

第八管区海上保安本部 安全課専門官        兒 島 誠二郎 

敦賀海上保安部 交通課長             寺 﨑 真 司 

舞鶴海上保安部 交通課長             岩 﨑 信 之 
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境海上保安部 交通課長              山 﨑 泰 志 

浜田海上保安部 交通課長             上 原 新 功 

〈事務局〉 

公益財団法人海上保安協会舞鶴地方本部 



 

 - 44 - 
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Ⅱ 会 務 報 告   

Ⅱ-１ 平成 26 年度第 1 回理事会概要 

１ 日 時 平成 26 年 5 月 22 日(木) 

２ 場 所 新潟市中央区万代 5 丁目 11 番 20 号 

ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

３ 理事の現在数、出席者数 

(1) 理事の現在数  23 名 

(2) 出席者数 

イ 出席理事      15 名 

ロ 監 事        2 名 

４ 議事次第 

議  案 第 1 号議案 平成 25 年度事業報告について 

第 2 号議案 平成 25 年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減

計算書）及び附属明細書並びに財産目録について 

第 3 号議案 役員候補者の選任について 

第 4 号議案 総会の日時及び場所並びに目的である事項等について 

報告事項 業務執行理事の職務執行の状況について 

５ 議事の経過概要 

(定足数) 

事務局から定款に定める定足数を満たしている旨の報告がなされた。 

(議長) 

議長は定款の規定により坪井会長が務めることとなった。 

(議事録署名人) 

議長から議事録署名人は、定款の規定に基づき代表理事と出席監事である旨

が告げられた。 

(議事概要) 

第 1 号議案は安藤事業部長、第 2 号議案は桑島専務理事から説明が行われ

た後、鑓水監事から監査報告が行われた。両議案は原案のとおり出席理事全

員一致で可決された。 

第 3 号議案は、役員候補者名簿のとおり総会の議案とすることについて、

その可否について諮ったところ、出席理事全員一致で可決された。 

第 4 号議案は、原案のとおり出席理事全員一致で可決された。 

その後、坪井代表理事から業務執行理事の職務執行報告がなされた。 
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Ⅱ-２ 平成 26 年度通常総会概要 

１ 日 時 平成 26 年 6 月 20 日(金) 

２ 場 所 新潟市中央区万代 5 丁目 11 番 20 号 

ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 

３ 議 案 

第 1 号議案 平成 25 年度事業報告について 

第 2 号議案 平成 25 年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び 

附属明細書並びに財産目録について 

第 3 号議案 役員の選任について 

報告事項  平成 26 年度事業計画及び収支予算等について 

４ 会員の現在数、出席者数 

(1) 会員の現在数      225 名 

(2) 出席者数 

イ 出席正会員       48 名（うち代理出席者 25 名） 

ロ 書面表決(賛成)正会員 119 名 

ハ 委任状提出正会員    52 名 

５ 来 賓 

第九管区海上保安本部長       長谷川 義明 様 

北陸信越運輸局長(代理：海事部次長 小野 敏行 様) 

６ 議事の経過概要 

(定足数及び挨拶) 

事務局から定款に定める定足数を満たしている旨の報告がなされた。 

坪井会長が挨拶をした後、来賓の第九管区海上保安本部長谷川義明本部長、

北陸信越運輸局小野敏行海事部次長（運輸局長代理）の祝辞があった。 

(議長の選任) 

議長は定款の規定に基づき坪井会長が務めることとなった。 

(議事録署名人の選任) 

議長は、本通常総会議事録署名人 2 名の選出について諮ったところ、桑島専

務理事と西村理事を全員一致で選出された。 

(議事概要) 

第 1 号議案は安藤事業部長、第 2 号議案は桑島専務理事から説明が続けて

行われた。 

続いて、監事を代表して鑓水監事より監査報告が行われた。 

第 1 号議案、続いて第 2 号議案の審議の結果、両案とも原案のとおり全員

異議なく可決した。 

第 3 号議案は、役員候補者名簿のとおり選任の可否について諮ったとこ

ろ、全員異議なく可決した。 

なお、議長は定款の規定により、役員の任期は平成 27 年開催の通常総会終
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了時までである旨を告げた。 

また、新役員は全員就任を承諾した。 

報告事項は、議長が平成 26 年度事業計画及び平成 26 年度収支予算は平成 26

年３月 11 日に開催した平成 25 年度第３回理事会において承認された旨を告

げ、総会資料に基づき平成 26 年度事業計画を安藤事業部長が、平成 26 年度収

支予算案を桑島専務理事が説明した。 

 

 

☆ 役員の選任 

平成 26 年６月 20 日に開催された平成 26 年度通常総会で新役員の選任が行われま

した。 

新役員名簿は以下のとおりです。 

 

 （順不同・敬称略） 

新任役員［任期：平成 26 年度通常総会終了時～平成 27 年度通常総会終了時］ 
理 事 八 島   進   日本海エル・エヌ・ジー株式会社 取締役社長 
理 事 木 村 好 孝   東亜建設工業株式会社北陸支店 支店長 
理 事 清 田 邦 之   新潟県漁業協同組合連合会 専務理事 
理 事 木 村  彦   東北電力株式会社東新潟火力発電所 副所長 
理 事 西 川 順之輔   京都府漁業協同組合 代表理事組合長 

 
辞任役員 

理 事 菊 池 武 人   日本海エル・エヌ・ジー株式会社 取締役社長 
理 事 天 宅   健     東亜建設工業株式会社北陸支店 支店長 
理 事 當 摩 栄 一     新潟県漁業協同組合連合会 代表理事会長 
理 事 矢 崎 和 宏   東北電力株式会社東新潟火力発電所 副所長 
理  事 佐々木 新一郎     京都府漁業協同組合連合会 代表理事会長 
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☆ 講演会 

 

総会終了後講演会を開催した。 

 

西 之 島 と 海 域 火 山 

平成 25 年 11 月 20 日に噴火した海底火山「西之島」の歴史と現在について 

海上保安庁海洋情報部海洋調査課海洋防災調査室 防災調査官 小野智三 

 

海上保安庁の海域火山観測 

 日本は多数の火山が存在する火山国です。この数ある火山のうち海底火山や火山島は、海域

火山といいます。 

 海上保安庁では、船舶の航行安全のため、海域火山の監視・調査を実施しています。航空機

により、南方諸島と南西諸島を合わせて年間に 3 回の定期監視観測を行っています。また、測

量船による海域火山の調査を行い、海域火山基礎情報図を作成・公表しています。 

 今回の西之島の火山活動では、噴火直後から航空機による調査を継続的に実施しており、そ

の調査結果は航行警報等により、航行安全のために活用されると共に、火山噴火予知連絡会に

報告し、防災・学術等にも貢献しています。  

火山の活動形態と海域火山の特徴 

 火山噴火の形態には、爆発的な噴火の桜島や溶岩ドームを形成する雲仙普賢岳のようにさま

ざまな火山の活動形態があります。海域火山では、マグマと海水が触れ合って激しい爆発を伴

うマグマ水蒸気爆発が発生することがあります。  

西之島の火山活動 

 西之島では、昭和 48 年～49 年にも西之島新島を形成するほどの活発な火山活動があり、

周辺海域ではその後も、海底での火山活動の存在を示す変色水等が確認されていましたが、平

成 25 年 11 月 20 日、40 年ぶりに新島を形成する火山活動を開始しました。活発な活動は

現在も継続しており、火山活動により形成された陸地は拡大を続けています。 

 本講演では、海上保安庁の調査で得られた画像や動画により、西之島の歴史と現在の火山活

動について詳しく解説します。 

 

 

 

 

 

西之島の噴火                   西之島付近の海底地形 

平成２５年１１月２０日 海上保安庁撮影         平成２２～２４年 海上保安庁測量 
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Ⅱ-３ 業 務 日 誌 抄 

（平成 26 年５月～８月まで） 

月  日 内           容 

５月 22 日(木) 

６月 ５日(木) 

６月 10 日(火) 

６月 13 日(金) 

６月 18 日(水) 

６月 20 日(金) 

６月 24 日(火) 

 

６月 27 日(金) 

７月  １日 (火 ) 

７月  ７日 (月 ) 

７月  ８日 (火 ) 

７月 18 日(金) 

 

７月 25 日(金) 

８月 27 日(水) 

 

平成 26 年度第 1 回理事会                        (新潟市) 

平成 26 年度事業推進連絡会議                     (新潟市) 

東北地方海難防止強調運動推進連絡会議         (塩釜市) 

日本海中部地方海難防止強調運動推進連絡会議      (新潟市） 

海難防止強調運動日本海西部地方推進連絡会議      (舞鶴市) 

平成 26 年度通常総会                  (新潟市) 

港湾計画変更(一部変更)に係る青森港船舶航行安全調査第 1 回委員会 

                           (青森市) 

二水会                        (新潟市) 

気候情報連絡会議                   (新潟市) 

防災気象連絡会                    (新潟市) 

新潟港港湾計画改訂に係る航行安全対策調査第 1 回委員会 (新潟市) 

日本海中部海域における小型船舶の安全対策に関する調査研究 

(新潟県地区)第 1 回委員会               (新潟市) 

平成 26 年 海事関係功労者表彰式             (新潟市) 

港湾計画変更(一部変更)に係る青森港船舶航行安全調査第 2 回委員会 

                           (青森市) 

 

 

Ⅱ-４ 業 務 予 定 
 

(1) 福井港堆砂対策計画に係る航行安全対策検討第 1 回委員会 ９月３日福井市 

(2) 新潟港港湾計画改訂に係る航行安全対策調査第 2 回委員会 ９月５日新潟市 

(3) 会報第 113 号発行                    12 月下旬     
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Ⅲ お 知 ら せ 

 

世界初！！ビジュアル航海安全情報の提供を開始 

～文字情報を地図に載せてビジュアル情報へ進化～ 
 

第九管区海上保安本部 海洋情報部  

 監理課長 小坂 恵世  

 

これまで海上保安庁では、船舶交通の安全を確保するため、航海上危険な漂流物や

新たに発見された浅瀬の情報など緊急に周知が必要な情報をインターネットなどによ

り文字情報で提供していました。 

平成２６年６月１８日からは、文字情報を地図上に図示したビジュアル情報をイン

ターネットで提供しています。 

ビジュアル情報により、利用者は視覚的に容易に危険海域などを把握することがで

き船舶の航海安全に役立つことが期待されます。 

 

【背景】 

「３・１１」東日本大震災では、地震津波により多数の航路標識が倒壊、流出、大量の

漂流物が発生したため、膨大な数の航行警報が発出されました。 

利用者にとっては、文字により発せられた航行警報の位置や範囲を海図に転記する作業

が煩雑となり、重要な情報を見落としてしまうケースも懸念されました。 

このため、毎日更新した航行警報をインターネットで図示して提供したところ、利用者

から「分かりやすい」「利用しやすい」と好評を得ました。 

海上保安庁では、この経験を活かし航海安全情報をインターネット上にビジュアル掲載

するシステムを構築し、日本が世界に先駆けて提供を開始することになりました。 

 

【利便性】 

① ビジュアル化により危険箇所の把握が容易 

② 位置確認のための海図転記作業が少なくなることによる誤認防止 

③ 複数の情報の中から期間を指定することにより、その間の有効な情報の表示が可能 

④ 自船の位置を入力することにより、危険海域内外の把握が一目瞭然 

⑤ 利用者が個々に必要とする範囲の拡大・縮小が可能、さらに印刷も可能 

⑥ 針路上において、予め危険海域を把握でき、自船に必要な情報だけを入手 
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【航海安全情報の種類】 

水路通報・管区水路通報 

航行警報（日本航行警報、NAVAREA XI 航行警報、NAVTEX 航行警報、地域航行警報） 

【利用者】 

民間：船舶、船舶会社、各水先区水先人会等、報道機関   

官公庁等：防衛省、外務省、自治体、教育機関、宇宙航空研究開発機構(JAXA）、 

海洋研究開発機構(JAMSTEC）、石油天然ガス・金属鉱物資源機構(JOGMEC） 

【インターネットでの利用方法】 

利用環境：インターネットエクスプローラーのバージョン９以上が必要 

検索方法：海上保安庁 HP トップ画面 ⇒ 海の安全・基礎知識の下にある「航行警報」を 

クリック ⇒ 「ビジュアル情報」をクリックすると下の画面になります。 

インターネットアドレス 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/TUHO/vpage/visualpage.html 
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Ⅳ 寄 稿 欄 

舞鶴の神様たち（泉源寺の熊野神社） 

元舞鶴事務所長 山本 勝眞 

 舞鶴市は、山紫水明の町です。文字通り美しい山々に囲まれ、また天然の

港、舞鶴湾奥深くに位置する町です。その舞鶴市街地を貫く国道 27 号線を

東に向かい、あと３キロも走れば福井県の県境に至るという場所に、今回

の「熊野神社」は鎮座されています。それは、国道 27 号線から北側に 5～

600 メートル入った笠松山のふもとにあたり、近くには、東舞鶴高等学校が

あります。 

題名に「泉源寺の熊野神社」として地名の「泉源寺」と記載したのは、舞

鶴市内にはたくさんの「熊野神社」があるからです。 

少なくとも著名なものは 10 社近くはあるでしょう。 

「熊野」と名が付く神社で、現在最もよく知られているのは、熊野三山

（本宮大社、速玉大社、那智大社）で、この三山は総じて全国の熊野神社の

本山となっています。 

以前にもお話ししたことがありますが、現在の熊野本宮大社の主祭神

は、 

出雲系の 饒速
に ぎ は や

日
ひ の

命
みこと

(事
こ と

解男
さかのおの

命
みこと

は別称)です。新宮市の速玉大社の主祭

神が、やはり出雲系の 素戔之男
す さ の お の

命
みこと

(速
は や

玉男
た ま お の

命
みこと

は別称)、そして那智大社

の主祭神が日向系の 伊弉冉
い ざ な み の

命
みこと

(牟
む

須美
す び

大神
お お か み

は別称)です。 

因みに「古代日本正史」の著者原田常治氏は、同著書に、和歌山県の熊

野三神(新宮、本宮、那智宮)の神様について触れておられるなかで、『熊

野の地名は十二代景行天皇のとき、

現在の新宮市に速玉大社をお建てに

なる時、素戔之男命がお亡くなりに

なった出雲の熊野(現在の松江市)と

いう地名を、またその諡号の「神祖
か む ろ ぎ

熊野
く ま の の

大神
お お か み

」の名をとって「熊野」と

いう地名になった。』といっておら

れます。 
出雲熊野大社 
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出雲の熊野は、意外と知られていません。時間のある人は、島根県の地

図を開いてご覧になってみてください。松江市の南のほうに「八雲町熊

野」という地名を発見できることでしょう。もちろん立派な熊野大社(前

頁写真)が鎮座しておられ、御祭神は素戔之男命であります。 

 話題が本題から外れてしまいました。 

舞鶴市の泉源寺の熊野神社ですが、やはり調べてみると祭神は、熊野三

山(社)から勧請された饒速日命、素戔之男命、そして伊弉冉命でありまし

た。 

ちょうど神社の取材に行った 7 月 5 日、神社の隣にある「笠松山知性

院」というお寺の境内で、地元の椋本さんという方から話を聞くことがで

きたのですが、椋本さんは御祭神

について「祖父から 伊弉諾
い ざ な ぎ

、伊

弉冉を祀ってある神社だと聞いて

います。」とおっしゃっていまし

た。地元ではそのように口伝され

ているようですね。 

たぶん古老の伝承のどこかで

「伊弉諾」が入り込み、「饒速日

命」や「素戔之男命」にとって代

わってしまわれたのではないでしょうか。 

「伊弉諾命」「伊弉冉命」の二柱は、記紀神話における八百万の神々の

祖として切り離しては考えられない二柱ですから仕方ありませんね。 

因みに熊野那智大社では「伊弉冉命」(女神さま)が御祭神で「伊弉諾

命」の方は祀られていません。だいたい水の神様(那智の滝)は、女神さま

のようです。 

泉源寺の熊野神社は、前述のよう

に笠松山の東麓の鬱蒼とした森に囲

まれた静寂の中に鎮座されていま

す。 

鳥居は石造りの明神型(笠木と島

木が上方に反りあがっているタイ

プ)で、緑色地に金文字で「熊野神

社」と浮彫りされた額がかかり、額

にはきれいな飾り屋根が配してあり

ました。 

鳥居をくぐると、尻を持ち上げて頭を低くした威嚇体勢の駒犬(唐獅

子）が護り、さらに石段を進むと本殿に達します。 

泉源寺の熊野神社 

泉源寺の熊野神社本殿 
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本殿は、覆い屋で保護されていて、中に微細な美しい彫刻で飾られ、軒

下の棟木や梁、そして柱の上部には、竜、象、唐獅子の彫刻が施されてい

て、大変美しい木組み構造の建造物です。神社建物形式は流れ造りです。 

七五の桐を透かし彫りした扉といい、屋根に配した菊の御紋などいかに

も日本の高貴な印象を受けます。 

本殿に向かって左側に、屋根続き(長屋風)境内社があり、七鬼神(厄除

け 

の神様？)、天満神社(菅原道真)、大川神社(水速
み ず は の

女神
め の が み

)、蛭子神社(事代
こ と し ろ

主
ぬしの

神
か み

)、牛頭
ご ず

神社(素戔之男命)の五社が祀られています。 

牛頭様は、主祭神と同じ素戔

之男命ですから、同じ神様が境

内社に祀られているのはおかし

いのですが、祀られた経緯はわ

かりません。 

泉源寺村の旧名は「波多＝は

た」といい、この社も、元は

「波多明神」と呼ばれていたと

いうことですが、そのころの御

祭神はどなたかわかりません。 

いつのころからか、熊野三所

権現を勧請してこの社にまつり、明治初年の神仏分離令以後は「熊野神

社」と呼ばれるようになったという伝承があるようです。 

したがって、御祭神は、伊弉冉命、速玉男命(素戔之男命の別称)、事解

男命(饒速日命の別称）であります。 

この話が事実とすれば、熊野神社と呼ばれるようになったのは、時代

が、ずーっと下るというわけですが、波多明神のまま伝承されていれば、

この神社もまた違った歴史があったものと思われます。 

熊野神社の東隣の「笠松山知性院」という真言宗のお寺ですが、このお

寺が昔泉源寺と呼ばれる古刹があって、そのながれをくむのではなかろう

かという説もあるようで、泉源寺という地名はそこから来ているのではな

いかということです。 

熊野本宮大社の写真がＨＰにありましたので、この稿に転載させていた

だき、最後に熊野本宮大社についてちょっと触れさせていただくことにし

ます。この本宮大社には一昨年訪れて念願の参詣を済ませました。 

現在本宮大社には、六柱の神様が祀られています。すなわち天照大神、 

伊弉諾命、熊野牟須美命(伊弉冉命)、家
け

都
ち

御子
み け の

大神
お お か み

、速玉之男命、事

解之 
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男命ということのようです。（家都御子大神と事解之男命は、いずれも饒

速日命の別称ですから五柱の神様というのが正しいのではないかと思って

いますが・・・。） 

写真には三棟の社殿が映っていますが、写真の奥の方の平入り型の神殿

に四柱、と手前の妻入り二棟の神殿にそれぞれ一柱の神様が祀ってあるよ

うです。 

妻入り型は、出雲系神様の神殿の特徴ですから、独立した二棟の神殿

は、それぞれ饒速日命と素戔之男命、平入りは日向系神様の神殿の特徴で

すから、天照大神、伊弉諾命、伊弉冉命が祀られているのではないでしょ

うか。 

 

 

 

 

 

熊野本宮大社（和歌山） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=3XbrEhi9BZQqTM&tbnid=NO7VGSv6VCKfLM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.hongu.jp/kumanokodo/hongu-taisya/&ei=9sLDU-23LomXkQXb34DwCg&bvm=bv.70810081,d.dGI&psig=AFQjCNGGjVbKpLkA51FegOOxAEVFVwZBDQ&ust=1405424757891517
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